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令
和
５
年
度
は
、
令
和
４
年
度

に
策
定
し
た
西
会
津
町
総
合
計

画
・
後
期
基
本
計
画
※
に
基
づ
き
、

町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な
が
り 

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち 

〜
ず
ー
っ
と
、

西
会
津
〜
」
の
実
現
に
向
け
、
４

つ
の
方
向
性
の
下
、
各
種
事
業
を

総
合
的
に
実
施
し
ま
す
（
事
業
内

容
は
４
㌻
か
ら
）。

　

人
口
減
少
対
策
の
３
本
柱
と
し

て
「
人
材
育
成
」「
移
住
定
住
の

促
進
」「
健
康
長
寿
」
を
事
業
推

進
の
基
本
的
な
考
え
方
に
据
え
取

り
組
み
、
西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
の
着
実
な
実
行
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
よ
り
人
口
減

少
対
策
の
加
速
化
を
図
り
、
持
続

可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

野沢地区上空から撮影した飯豊連峰（令和４年４月 商工観光課撮影野沢地区上空から撮影した飯豊連峰（令和４年４月 商工観光課撮影※※））

基基
本本
方
針
方
針

※ 

国
土
交
通
省
東
京
航
空
局
へ
の
福
島
県
内
包
括
飛
行
申
請
の
承
認
を
受
け
、
喜
多
方
警
察
署
お
よ
び
西

会
津
交
番
に
飛
行
の
届
出
を
し
て
い
ま
す
。

▲  ３月 10 日に開会した町議会３月定
例会で薄町長が所信を表明しました

所 信 表 明所 信 表 明　新型コロナウイルス感染症拡大が叫ばれてから３年が経
過し、今年５月からは感染症法上の２類相当から季節性イ
ンフルエンザと同等の５類へ移行される見込みとなるな
ど、コロナ禍を取り巻く環境は変化を続けています。
　一方で、なつかしｃａｒショーや雪国まつりを３年振り
に通常規模で開催するなど、少しずつではありますが、町
の活気は着実に取り戻されつつあります。
　令和５年度は、西会津町総合計画・後期基本計画に定め
た町の将来像とまちづくりの方向性に基づいて各種施策を
推進し、本町発展のために、持続可能な多様性と包摂性の
ある社会の実現のため、最大限努力していく覚悟です。
　遠くない将来のコロナ禍終息を見据え、感染症対策と経
済活動促進の両立を図り、この美しい日本の田舎、西会津
町の魅力を全国に広め、町内に活気を取り戻せるよう、引
き続き積極的にまちづくりを推進してまいります。

計計
画画
の
推
進
に
向
け
て

の
推
進
に
向
け
て

　

町
総
合
計
画
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
を
成
す
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
に
基
づ
く
町
民
主
体
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
、「
官
民
連
携
」
に
よ
る
効
率

的
で
効
果
的
な
事
業
運
営
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
町

の
特
産
品
や
魅
力
の
継
続
し
た
情

報
発
信
に
加
え
、「
日
本
の
田
舎
、

西
会
津
町
。」
を
最
大
限
活
用
し

た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
申
請
特
例
の
簡
略
化
を
図

り
、
寄
附
額
２
億
円
を
目
標
に
自

主
財
源
の
確
保
と
西
会
津
フ
ァ
ン

の
獲
得
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
将
来
に
夢
と
希
望
が
持

て
る
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲  ホームページ
はこちらから
閲覧できます

※ 

後
期
基
本
計
画
は
、
３
月
中
旬
に

冊
子
を
全
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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▲ 市町村対抗軟式野球大会

▲ アントレプレナーシップ教育

　

令
和
４
年

度
に
拡
充
し

た
出
産
祝
金
を
は
じ
め
、
保
育
料

の
無
償
化
、
乳
幼
児
家
庭
子
育
て

応
援
金
の
支
給
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
無
償
化
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
２
人
目
以

降
の
無
償
化
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年
度

に
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
前
倒
し

で
実
施
さ
れ
た
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
芝
草
」
で
は
、

施
設
改
修
に
よ
る
機
能
の
充
実

や
、
遊
具
の
追
加
に
よ
る
遊
び
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も
の
屋

内
遊
び
場
と
し
て
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
子
育
て
世
代
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
、
施
設
の
機
能
強
化

に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

芸
術
文
化

活
動
の
推
進

で
は
、
歴
史
文

化
基
本
構
想
を
推
進
す
る
と
と
も

に
成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
を
設

け
、
伝
統
芸
能
の
継
承
と
芸
術
文

化
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

歴
史
・
文

化
・
芸
術

　

運
動
を
習

慣
化
す
る
た

め
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、ボ
ッ
チ
ャ
、モ
ル
ッ

ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
を
主
体
に
推
進
し
、
体
力
の
維

持
、
増
進
と
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
力
の
向
上
で
は
、

ふ
く
し
ま
駅
伝
や
軟
式
野
球
大
会

な
ど
の
市
町
村
対
抗
競
技
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
主
体

的
に
活
動
を
し
て
い
る
関
係
団
体

の
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
の
デ
ジ

タ
ル
化
推
進

の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
や
、

後
世
へ
残
す
事
業
と
し
て
、
西
会

津
の
伝
説
・
民
話
集
作
成
事
業
を

継
続
し
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体

性
を
持
っ
て
生
涯
学
習
に
取
り
組

め
る
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

読
書
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
読

書
通
帳
を
一
層
活
用
す
る
と
と
も

に
、
小
中
学
校
と
取
り
組
み
を
連

携
し
な
が
ら
、
読
書
量
を
増
や
し

読
解
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
積
極
的
に
本
を
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
本
の
紹
介
活
動

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習

　

国
が
進
め

る
Ｇ

ギ
Ｉ
Ｇ
ガ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
し
、
国
の
補

正
予
算
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
、
小
・
中
学
校
の

児
童
生
徒
全
員
に
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
付
や
、
全
教

室
へ
の
電
子
黒
板
の
設
置
、
学
校

内
の
高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。
県
内
の
他

市
町
村
に
先
駆
け
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
を
実
現
し
、
本
格

的
に
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
あ
わ
せ
、

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
を

最
大
限
に
活
用
す
べ
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
支
援
分
野
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
２
人
体
制
と
し
、
児
童
生

徒
や
教
職
員
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
学
習
ア
プ

リ
と
授
業
支
援
ア
プ
リ
の
導
入

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
家
庭
へ

の
持
ち
帰
り
な
ど
に
よ
り
児
童
生

徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
保
障
し

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
教
育
の
不
易
流
行

を
融
合
・
継
承
す
る
た
め
の
「
西

会
津
こ
ど
も
研
幾
塾
」
や
、
武
蔵

野
大
学
と
の
連
携
協
定
に
よ
る

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
」、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る

豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
さ
せ

る
た
め
の
「
英
語
教
育
・
異
国
文

化
体
験
事
業
」
や
、
英
語
力
の
向

上
を
目
指
す
た
め
の
「
英
語
検
定

受
検
料
へ
の
補
助
支
援
」
を
、
本

町
の
独
自
施
策
と
し
て
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
採
択
を
受
け

た
「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
会

議
を
核
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開

発
と
実
践
、
５
歳
児
と
小
学
１
年

生
を
中
心
と
し
た
協
働
的
な
学
習

の
実
践
な
ど
に
よ
り
、
保
小
中
連

携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
環
境

子
育
て
支
援

▲ ふるさとまつり

　

移
住
・
定
住

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
を
よ
り
一
層
強
化
し
、「
定

住
住
宅
整
備
費
補
助
金
」
に
つ
い

て
は
移
住
者
へ
の
補
助
要
件
と
対

象
額
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
空
き
家
を
町
が
改
修
し
、
移

住
者
用
の
賃
貸
住
宅
と
し
て
活
用

す
る
「
空
き
家
利
活
用
事
業
」
に

取
り
組
む
な
ど
、
さ
ら
な
る
移
住

者
へ
の
支
援
や
空
き
家
活
用
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
結
婚
希
望
者
が

結
婚
相
談
所
な
ど
を
利
用
す
る
際

の
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
結
婚
祝
金
と
併
せ
て
、
さ
ら

な
る
支
援
体
制
に
よ
り
、
成
婚
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
、
定
住
の

促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

西
会
津
な

つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ

シ
ョ
ー
、
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
、
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
な
ど
町

内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
情
報

発
信
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
に
し
あ
い
づ
観
光

交
流
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、
町
の
核
と
な
る
観
光
資
源

の
環
境
整
備
を
進
め
、
広
域
的
な

周
遊
観
光
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
」
の
推
進
に
よ
り
、
地

　
「
企
業
支
援

補
助
金
」
や

「
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

貸
付
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
す

る
ほ
か
、「
中
小
企
業
融
資
制
度

資
金
利
子
補
給
補
助
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
補
助
対
象
額
な
ど
を
拡

充
し
、
町
内
企
業
の
支
援
を
よ
り

一
層
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
工
業
振
興
の
中
核

的
役
割
を
担
う
「
西
会
津
町
商
工

会
」
に
対
す
る
支
援
の
拡
大
と
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
野
沢

移
住
・
定
住

観
光
・
交
流

中
心
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ
ら
っ
と
」

の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

商
工
業

▲ 有害鳥獣解体処理施設

　

町
農
林
業
振

興
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
戦
略
に
掲
げ

た
重
点
事
業
を
軸
に
、「
米
」「
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
」「
菌
床
キ
ノ
コ
」

の
振
興
を
三
本
柱
と
し
て
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
町
の
農
業
者

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
り
、

持
続
可
能
な
農
業
体
制
の
構
築
の

た
め
、「（
仮
称
）
西
会
津
町
農
業

公
社
」
の
設
立
に
向
け
た
事
業
を

最
優
先
に
取
り
組
み
、
組
織
の
円

滑
な
立
ち
上
げ
と
安
定
的
な
事
業

運
営
に
向
け
、
人
的
お
よ
び
財
政

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◎
西
会
津
産
米

　
「
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
令
和
５
年
度
で
10
回
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
情
報
発
信

力
の
あ
る
特
別
審
査
員
を
招
き
、

町
内
産
米
の
Ｐ
Ｒ
を
一
層
強
化
し

ま
す
。
販
路
調
査
や
新
た
な
事
業

の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
農
業
所
得
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

　

健
康
な
土
づ
く
り
事
業
の
開
始

か
ら
25
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
・

検
証
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
が

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
取
り
組
む
メ

リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
体
制
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
菌
床
キ
ノ
コ

　

産
地
化
に
向
け
て
引
き
続
き
支

援
を
継
続
し
、
積
極
的
に
取
り
組

む
生
産
者
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
貸

し
付
け
を
進
め
ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
深
刻

化
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
鳥

獣
被
害
対
策
専
門
員
を
配
置
し
、

地
域
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
電
気
柵
の
設
置
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
捕
獲
対
策
の
推

進
、新
規
猟
銃
の
購
入
支
援
な
ど
、

総
合
的
な
被
害
防
止
力
の
強
化
に

努
め
、被
害
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
解
体
処
理

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
ほ
か
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
ク

マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
ジ
ビ
エ
肉
の

出
荷
制
限
解
除
に
向
け
て
、
県
と

連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
業

域
づ
く
り
事
業
に
自
主
的
に
取
り

組
む
団
体
や
町
民
の
皆
さ
ん
を
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。
加
え
て
、

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
協

定
を
基
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
資
源

を
活
用
し
た
魅
力
創
出
に
か
か

る
「
自
然
体
験
魅
力
デ
ザ
イ
ン
事

業
」
を
実
施
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

健やかな人を健やかな人を

と も に 育 むと も に 育 む

ま ち づ く りま ち づ く り

温温
お ん

故故
こ

創創
そ う

新新
し ん

地地
ち

産産
さ ん

地地
ち

笑笑
しょう

のの

ま ち づ く りま ち づ く り
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▲ 食生活改善推進員

▲ 介護職員初任者研修

　

人
口
減
少

や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
集
落
機
能
の
維
持

や
集
落
の
活
性
化
に
向
け
、
引
き

続
き
集
落
支
援
員
お
よ
び
集
落
支

援
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

継
続
し
て
配
置
し
、
奥
川
・
新
郷

地
区
の
支
援
に
加
え
、
野
沢
・
尾

野
本
・
群
岡
地
区
に
も
範
囲
を
広

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
支
援
を

進
め
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
「
西
会
津
町

第
６
期
障
が

い
者
計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、「
西

会
津
町
授
産
場
」
や
「
相
談
支
援

事
業
所
に
し
あ
い
づ
」、「
に
こ
に

こ
相
談
所
」
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
誰
も
が
共
に
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉

　
「
西
会
津
町

第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
・
第
９
期
高
齢
者
福

祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
元
気
な
高

齢
者
か
ら
要
介
護
高
齢
者
ま
で
全

て
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
切
れ

目
な
く
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る

体
制
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
課
題
で
あ
る
介
護
人
材
確
保

の
た
め
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修

事
業
」
を
実
施
し
、
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
の
た
め
の
支
援
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
の

策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
者
の
生
活
を
包
括

的
に
支
え
る
た
め
、
医
療
・
介
護

を
連
携
し
た
基
本
構
想
を
策
定

し
、
施
設
整
備
の
方
向
性
を
含
め

た
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
整
備
の
構

築
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
関
連
す
る
相

談
も
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
人
や
そ
の
家
族
に
寄
り

添
っ
た
支
援
や
、
よ
り
身
近
な
地

域
に
お
け
る
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
広
げ
、
認
知
症
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
地
域
で
の
見
守
り

体
制
に
つ
い
て
は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人

ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
区
サ
ロ
ン
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
見
守
り
協
定
を
締
結
し
た
郵

便
局
や
宅
配
業
者
等
と
の
連
携
強

化
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
新
た
な
対
応
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

医
療
体
制

の
整
備
に
つ

い
て
、
歯
科
を
除
く
町
内
唯
一
の

医
療
機
関
で
あ
る
町
国
保
診
療
所

は
、
町
民
へ
の
医
療
の
提
供
の
ほ

か
、
町
内
の
施
設
入
所
者
へ
の
診

療
や
学
校
医
・
産
業
医
な
ど
、
町

内
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
継
続
し
て

常
勤
医
師
３
人
に
よ
る
、
診
療
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
や
民

間
病
院
な
ど
に
非
常
勤
医
師
の
派

遣
を
要
請
し
、
内
視
鏡
検
査
な
ど

の
検
査
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
整
形
外
科
の
非
常
勤
医
師

も
引
き
続
き
要
請
し
、
安
心
で
き

る
医
療
体
制
の
整
備
と
安
定
し
た

地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

医　

療

　

町
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
健
康
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
事
業
に

取
り
組
み
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
鎌
田
實
先
生
や
奥
知

久
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
か
ら
だ
」
の
健
康
、「
こ
こ
ろ
」

の
健
康
、「
つ
な
が
り
」
の
健
康

の
３
つ
に
よ
る
「
さ
す
け
ね
ぇ

わ
」
の
健
康
づ
く
り
の
普
及
拡
大

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
と

な
る「
食
」の
大
切
さ
の
普
及
、「
運

動
」
の
習
慣
化
に
向
け
て
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
健
康
運
動
推
進

員
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
協
力
員

の
活
動
を
強
化
し
、「
健
（
検
）
診
」

の
受
診
率
の
向
上
と
、
要
精
検
者

の
受
診
率
向
上
に
努
め
、
併
せ
て

新
た
に
「
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事

業
」
を
創
設
し
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
年
間
を
通

じ
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
家
庭
血
圧
測
定
」
と
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
の
普
及
を
継

続
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
自

分
の
健
康
を
意
識
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
働
き
盛
り
世
代
へ
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
を
活
用
し
た
運
動
の
習
慣

化
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り

　

上
水
道
な

ど
で
は
、
安
全

で
安
定
し
た

飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
老
朽

管
や
施
設
設
備
の
更
新
を
計
画
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

水
道
未
普
及
地
区
の
解
消
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
長

寿
命
化
対
策
と
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
統
合
に
よ
り
、
効
率
的

な
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
個

別
排
水
処
理
事
業
の
普
及
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

老
朽
化
が

進
ん
で
い
る

さ
ゆ
り
公
園

施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
よ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
ほ

か
、
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
と
の

連
携
な
ど
に
よ
る
施
設
の
有
効
活

用
と
大
学
生
な
ど
の
合
宿
と
い
っ

た
利
用
方
法
の
拡
大
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
・
下
水

道
の
整
備

自
然
・

環
境
保
全

　

消
防
設
備

に
つ
い
て
、
小

型
動
力
ポ
ン

プ
２
台
の
更
新
と
消
防
ポ
ン
プ
庫

２
棟
の
建
て
替
え
に
よ
り
、
施
設

設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
の
処
遇
改
善
と
団
員

の
確
保
、
防
災
ア
プ
リ
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
消
防
力
の
充
実
強
化

に
取
り
組
む
ほ
か
、
防
災
行
政
無

線
の
増
設
、
新
た
に
雨
量
観
測
シ

ス
テ
ム
を
町
内
２
カ
所
に
整
備

し
、
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

空
家
対
策
と
し
て
は
、
計
画
的

に
危
険
空
家
の
解
体
撤
去
を
進
め

る
と
と
も
に
、
次
期
空
家
対
策
計

消
防
防
災

安
全
対
策

▲ 令和４年度春季消防検閲▲ 令和４年度春季消防検閲

画
の
策
定
に
向
け
た
空
家
の
実
態

調
査
と
デ
ー
タ
化
に
取
り
組
み
、

空
家
の
適
正
管
理
と
安
全
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

令
和
４
年

度
に
中
間
見

直
し
を
行
っ
た
「
町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
」
を
進
化
さ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
戦
略
的
に
有
効
に
活
用
し
、

地
域
課
題
の
解
決
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
移
住
定
住
の
促
進
な

ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

情
報
通
信

　
「
地
域
安
全

克
雪
方
針
」
の

策
定
お
よ
び
平
成
28
年
度
に
策
定

し
た
「
雪
対
策
基
本
計
画
」
の
見

直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
官

民
協
働
に
よ
る
克
雪
活
動
を
進
め

ま
す
。
町
民
生
活
に
支
障
を
来
さ

な
い
よ
う
引
き
続
き
道
路
除
雪
に

努
め
る
ほ
か
、
除
排
雪
に
必
要
な

施
設
整
備
や
除
雪
機
械
な
ど
の
更

新
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

町
民
バ
ス

に
つ
い
て
は
、

定
時
定
路
線

バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
そ
れ
ぞ

れ
の
利
点
を
生
か
し
た
運
行
の
見

直
し
改
善
を
図
り
な
が
ら
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
ち
な
か

循
環
線
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

車
両
を
そ
れ
ぞ
れ
１
台
更
新
し
、

安
全
で
効
率
的
な
運
行
体
制
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
の
確
保
と
持
続
性
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
、
良
質

な
社
会
資
本
を
将
来
に
確
実
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
効
果
的
な
整
備
と

効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
町
道
の
改
良
事
業
は
、

地
域
か
ら
の
要
望
な
ど
に
基
づ
き

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
修
繕
事
業
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
橋
梁
や
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な

ど
を
点
検
結
果
と
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
損
傷
度
や
路
線

の
重
要
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
修
繕
を
進
め
る
と
と
も

に
、
舗
装
に
つ
い
て
は
、
路
面
性

状
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
修
繕
を
進
め
ま
す
。

　

国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
町
を

横
断
、
縦
断
す
る
重
要
幹
線
と
し

て
、
そ
の
整
備
や
適
正
な
維
持
管

理
を
期
成
同
盟
会
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
、
関
係
機
関
へ
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
町
縦
貫
道

路
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
完

成
に
向
け
た
整
備
促
進
を
積
極
的

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
体
系
・

道
路
網

雪
対
策

誰もがここち誰もがここち

よく暮らせるよく暮らせる

ま ち づ く りま ち づ く り

いきいき健康いきいき健康

こころつながるこころつながる

ま ち づ く りま ち づ く り

　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
整
備
を

進
め
て
い
る
４
Ｋ
対
応
の
自
主
放

送
送
出
設
備
お
よ
び
放
送
用
機
材

の
更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
令

和
５
年
度
は
、
ヘ
ッ
ド
エ
ン
ド
設

備
を
４
Ｋ
対
応
に
更
新
し
ま
す
。 ▲ 自治区でのデジタル教室▲ 自治区でのデジタル教室
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▲  活動時間 1000 時間を達成し名誉会員章を受ける
佐藤トミさん（写真右）

狙いを定めて一投に力を込める

町長杯争奪親善輪投げ大会
　2 月 17 日、さゆり公園体育館で第 28 回町長杯親
善輪投げ大会が３年ぶりに開かれ、参加した約 200
人の皆さんが高得点を目指し熱戦を繰り広げました。
当日は各老人クラブから 32 チームが参加し、「ピラ
ミッド」、「クロス」、「ミサイル」の３競技で合計得点
を競いました。試合が始まると、選手の渾

こん

身
しん

の一投に
対し時折歓声が上がるなど、会場中が熱気に包まれま
した。試合は予選ブロックと決勝トーナメントによっ
て行われ、尾登Ｂチームが見事に優勝を果たしまし
た。大会結果は次のとおりです。（敬称略）
【団体】 優勝＝尾登Ｂ、準優勝＝阿賀Ａ、第３位＝冨

久寿Ａ、長寿Ａ
【個人】 最優秀賞＝青木照夫（上原Ａ）、優秀賞＝渡部

京子（黒沢）、五十嵐輝夫（下野尻Ａ）

日頃の活動に感謝を込めて

西会津町ボランティア感謝祭
　第 17 回ボランティア感謝祭が３月９日に開催され
ました。新型コロナウイルス感染症の影響により中止
となった昨年度分と本年度の表彰を合わせて、18 人
の皆さんが受章しました。この表彰では活動時間数に
応じた達成章が贈られます。中には、活動時間数が
1000 時間を達成した受章者もおり、ボランティア活
動サポートセンターの荒海與志男会長が参加した皆さ
ん一人一人に達成章を贈呈し、その功績をたたえまし
た。【名誉会員章（1000 時間）】＝五十嵐智彦、佐藤
トミ、荒海孝子、【金色達成章（500 時間）】＝１人、
【銀色達成章（300 時間）】＝４人、【銅色達成章（100
時間）】＝ 10 人

仲間たちとの絆を支えにそれぞれの道へ

西会津中学校 卒業証書授与式

　３月 13 日、西会津中学校の卒業証書授与式が行
われ、31 人の生徒が新たな一歩を踏み出しました。
　式では、佐藤崇史校長から卒業生が自分の手で漉

す

いた出ヶ原和紙の卒業証書が、一人一人に授与され
ました。佐藤校長は「失敗を怖がらずに挑戦するこ
と、言葉を大切に学び続けることを胸に、笑顔で力
強い一歩を踏み出していってください」と式辞を述
べ、卒業生の皆さんの新たな門出を祝福しました。
　在校生代表の大槻茉

ま

紘
ひろ

さんによる送辞の後、卒業
生を代表して須藤柊

しゅう

さん（写真左下）が「これから
はそれぞれの道に進んでいきますが、どんな困難に
も立ち向かい、諦めず乗り越えていきましょう。皆
で支え合い認め合うこの学年が大好きです」と力強
く答辞を述べました。
　今回の卒業式に花を添えた卒業生の胸元のコサー
ジュは出ヶ原和紙でできており、卒業式前に地域の
有志の皆さんから贈られたものです。

仲間と過ごした日々を支えに歩み出す

西会津高校 卒業証書授与式

　西会津高校の卒業証書授与式が３月１日に行われ、
５人の卒業生がたくさんの思い出がつまった学びやを
旅立ちました。
　式では、渡邉雅彦校長が卒業生一人一人に出ヶ原和
紙でできた卒業証書を手渡し、「これからは自分で歩
んでいくことに臆することなく、果敢に決断し前に進
むしかありません。10 年 20 年後に皆さんが今とは
見違えるように成長した姿を見せてくれると期待して
います」と式辞を述べました。続いて、薄町長をはじ
めとする来賓が祝辞を述べ、卒業生の皆さんにはなむ
けの言葉を贈りました。
　在校生代表送辞は大室樹

き

麗
ら

さんが務め、式の最後に
は今井凜

りん

さん（写真右下）が「コロナ禍であっても私
たちが有意義な日々を過ごせたのはたくさんの方々の
支えがあったからです。これからはいつまでも笑顔を
大切にし、私たちらしく力強く歩み続けていきます」
と卒業生を代表し答辞を述べました。
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町からのお知らせ ニュース＆

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

『名探偵のままでいて』
[ 小西 マサテル  著 ]
 宝島社

『稲盛和夫
 明日からすぐ役立つ15の言葉』
[ 大田 嘉仁  著 ]
 三笠書房

『真珠とダイヤモンド
  上下巻』
[ 桐野 夏生  著 ]
 毎日新聞出版

『一睡の夢』
[ 伊藤 潤  著 ]

幻冬舎

『 順天堂大学医学部附属順天堂
医院が教える毎日おいしい糖
尿病レシピ420』

[ 河盛 隆造  著 ]
Gakken

西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

　第 21 回『このミステリー

がすごい！』大賞受賞作。

　小学校の校長をしていた切

れ者の祖父は、71歳となった

現在、幻視や記憶障害といった症状の現れる「レビー小

体型認知症」を患い、介護を受けながら暮らしていた。

　孫娘の楓が身の回りで起きた不思議な出来事を祖父に

話して聞かせると、祖父の知性が生き生きと働きを取り

戻して…？

　認知症の名探偵が不可能犯罪を解き明かす連作ミステ

リー。短編なので読みやすく、ミステリーは初めてとい

う人でも楽しめる作品です。

卓上での熱い頭脳戦！

第第１１回町長杯回町長杯健康マージャン健康マージャン大会大会
　町公民館では、２月 25 日に初めて「町長杯健康マー

ジャン大会」を開催しました。

　健康マージャンは「賭けない」「たばこを吸わない」

「お酒を飲まない」を合言葉に、健全なマージャンを

通して仲間づくりや認知症の予防、健康増進を図り、

誰もが楽しく学び生き生きと暮らせる地域づくりを目

指すことを目的に公民館講座として始まりました。現

在では、本講座を受講した皆さんなどが、健康マージャ

ンクラブを立ち上げ活動しています。

　今大会の参加者は、健康マージャンクラブや奥川地

区のマージャンクラブの会員のほか、中には十数年ぶ

りにマージャンをやった参加者もおり、幅広い年代の

参加者が集まって大いに盛り上がりました。なお、大

会結果は下記のとおりです。（敬称略）

◎ 優勝＝長谷川竹雄（下野尻）、第２位＝長谷川正幸（松

尾）、第３位＝星美鶴雄（四岐）　多年にわたり交通安全活動に尽力した交通安全功労者を

たたえる「交通栄誉章緑十字金章・銀章」などが発表され、

五十嵐忠比古さん（滝坂）が緑十字銀章を受章しました。

　２月 27 日、五十嵐さんが町役場を訪れ、薄町長に今回

の受章を報告しました。五十嵐さんは 30 年以上にわたっ

て地域の交通安全活動に取り組み、喜多方地区交通安全協

会西会津支部の支部長や喜多方地区交通安全協会の役員な

どを歴任し、現在は同会の副会長を務めています。

　報告を受けた薄町長は、「五十嵐さんの長年の功績が認

められ大変嬉しく思います。この受章は通過点ですのでこ

れからも頑張ってください」と祝福しました。

長きにわたり地域の交通安全活動に尽力長きにわたり地域の交通安全活動に尽力

五十嵐忠比古さん 交通栄誉章緑十字銀章を受章五十嵐忠比古さん 交通栄誉章緑十字銀章を受章

　昨年 12 月 24 日に褒章受章者が公表され、在京西会

津会の新田興助会長（神奈川県在住）が紺綬褒章を受章

しました。紺綬褒章とは、国や自治体に対し公益のため

に私財を寄付した方が対象となる褒章です。

　今回の受章は、新田会長より「デジタルや教育など幅

広い分野での地域振興に役立ててほしい」と町に対し寄

付があったことによるものです。町では、この寄付金を

基に「西会津町新田興助地域振興基金」を設立し、地域

振興に役立てています。伝達式は３月５日に行われ、薄

町長が新田会長に褒状や木杯を伝達しました。

地域振興のための多大なる支援をたたえる地域振興のための多大なる支援をたたえる

在京西会津会・新田興助会長 紺綬褒章を受章在京西会津会・新田興助会長 紺綬褒章を受章

ご支援ありがとうございます

東北電力㈱より町社会福祉協議会へ寄付東北電力㈱より町社会福祉協議会へ寄付
　３月７日、東北電力㈱会津若松支社の皆さんが来町し、町

社会福祉協議会へ寄付金を贈りました。東北電力㈱会津若松

支社では、阿賀川や只見川沿いのダムをまとめた「ダムカレ

ンダー」を作成・販売しており、その売上の一部を地域貢献

の一環として寄付する取り組みを行っています。

　当日は町社会福祉協議会長を務める薄町長が寄付金を受

け、「貴重な浄財をいただきありがとうございます。地域の

ために活用させていただきます」とあいさつしました。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 受賞者代表謝辞を述べる渡部さん▲ 受賞者代表謝辞を述べる渡部さん
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）

◎
会
津
高
校
＝
折
笠
遥は

る

南な

﹇
１

年
・
５
町
内
﹈
第
８
回
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
福
島
県
大
会
（
準
優
勝
）

◎
葵
高
校
＝
大
槻
陽は

る

菜な

﹇
３
年
・

芝
草
﹈
第
74
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
高
等
学
校

部
門
（
銀
賞
）

◎
会
津
学
鳳
高
校
＝
落
合
悠は

る
か

﹇
３

年
・
森
野
﹈
第
74
回
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
高
等

学
校
部
門
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
銀
賞
）、

三
留
拓た

く

真ま

﹇
３
年
・
西
平
﹈
第
68

回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
剣

道
競
技
男
子
団
体
（
第
２
位
）

◎
喜
多
方
高
校
＝
小
林
芽め

生い

﹇
１

年
・
９
町
内
２
﹈
令
和
４
年
度
福

島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ボ
ー
ト
競
技
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド

ル
プ
ル（
第
２
位
）、岩
原
茉ま

佑ゆ
﹇
１

年
・
７
町
内
﹈
令
和
４
年
度
福
島

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ボ
ー

ト
競
技
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
（
第
２
位
）、
薄
上
岬み

さ
き

﹇
２
年
・

令
和
４
年
度
耶
麻
地
区
学
校
教
育

研
究
作
品
展
（
共
同
研
究
の
部
）

◎
特
別
賞
＝
西
会
津
中
学
校『「
わ

か
る
」「
で
き
る
」
授
業
に
よ
る

読
解
力
の
向
上
を
目
指
し
て
〜
Ｒ

Ｓ
Ｔ
※
の
活
用
と
結
果
の
分
析
を

通
し
て
〜
』

◎
特
別
賞
＝
西
会
津
小
学
校
『
一

人
一
人
の
子
ど
も
の
自
己
実
現
の

た
め
の
授
業
充
実
〜
基
礎
的
読
解

力
の
向
上
を
目
指
し
て
〜
』

上
小
島
﹈
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
９
回
全
日
本

Ｕ
―
18
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
福
島

県
大
会
（
優
勝
）、水
野
孝た
か

志し

﹇
２

年
・
森
野
﹈
Ｊ
Ｆ
Ａ
第
９
回
全
日

本
Ｕ
―
18
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
福

島
県
大
会
（
優
勝
）、
渡
部
愛ま

な

美み

﹇
３
年
・
黒
沢
﹈
第
68
回
福
島
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
（
第

２
位
）

◎
喜
多
方
桐
桜
高
校
＝
伊
藤
琉

り
ゅ
う

臣し
ん

﹇
３
年
・
西
原
﹈
令
和
４
年
度

東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
男
子
個
人
対
抗
戦
92

㌕
級
（
第
３
位
）

◎
西
会
津
高
校
＝
古
川
萌も

え

﹇
２

年
・
橋
屋
﹈
第
77
回
国
民
体
育
大

会
ボ
ー
ト
競
技
少
年
女
子
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
（
第
７
位
）

◎
会
津
若
松
ザ
ベ
リ
オ
学
園
高

校
＝
長
谷
川
寛か

ん

奈な

﹇
３
年
・
松

尾
﹈
第
15
回
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部

選
手
権
東
北
大
会
ス
モ
ー
ル
ク
ラ

ス
（
準
優
勝
）、長
谷
川
姫ひ

菜な

﹇
３

年
・
西
原
﹈
第
68
回
福
島
県
高
等

学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
女

子
や
り
投
げ
（
第
５
位
）、
皆
川

初う
い

﹇
３
年
・
４
町
内
﹈
第
77
回
福

島
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子

ハ
ン
マ
ー
投
げ
（
第
５
位
）

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
競
技
会
等

で
活
躍
し
た
児
童
生
徒（
個
人
）

﹇
敬
称
略
﹈

※ 

Ｒ
Ｓ
Ｔ
…
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

テ
ス
ト
。
文
章
の
意
味
を
正
確
に

捉
え
る
基
礎
読
解
力
を
測
定
・
診

断
す
る
テ
ス
ト
の
こ
と
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

46 人の子どもたちが西会津小学校に入学46人の子どもたちが西会津小学校に入学

ぼくたち わたしたち 新１年生ぼくたち わたしたち 新１年生
　この春、西会津小学校に入学する 46 人の新１年生

の皆さんを紹介します。ご入学おめでとうございます。

〈問い合わせ先〉
　学校教育課　教育総務係　☎４５―２２１６

１町内　伊藤　　晴
はる

さん

２町内　田崎　　鈴
すず

さん

３町内　平野　　翔
しょう

くん

　　　　渡部　綾
あや

雫
な

さん

４町内　鈴木　美
み

澪
れい

さん

　　　　長谷川真
ま

彩
や

さん

　　　　三留　拓
たく

海
み

くん

５町内　布施　光
こう

規
き

くん

　　　　渡邉　　栞
しおり

さん

７町内　大槻　唯
ゆ

乃
の

さん

　　　　髙橋　　楓
かえで

さん

８町内　鈴木　乙
おと

葉
は

さん

９町内１　青木　　蓮
れん

くん

　　　　神田　　梓
あずさ

くん

　　　　渡部　朱
あや

翔
と

くん

９町内２　小林　亜
あ

緒
お

さん

　　　　原　　央
ひな の

和さん
下小屋　猪俣　奏

たく

翔
と

くん

下小屋　高津　環
わ

心
こ

さん

10町内　江川　晃
あき

華
か

さん

芝 草　五十嵐優
ゆ

月
づき

さん

　　　　伊藤　蓮
れん

翔
と

くん

　　　　古俣　偉
い

月
つき

くん

牧 　伊藤　章
あや

斗
と

くん

安 座　安部　希
の

秋
あ

さん

　　　　坂井　瑛
えい

心
と

くん

西 原　佐藤　桜
さ

愛
な

さん

　　　　矢部　葉
は

月
づき

さん

森 野　田崎　七
なな

翔
と

くん

萱 本　須藤　仁
じん

太
た

くん

松 尾　長谷川咲
さ

彩
や

さん

西 林　渡部　郁
いく

斗
と

くん

上小島　野原　梨
り

央
お

さん

縄 沢　青津　　凜
りん

さん

山 口　鈴木　瑛
あき

華
は

さん

上野尻　橋本　愛
あい

梨
り

さん

下野尻　石川　　成
なる

くん

　　　　長谷川千
ち

紘
ひろ

さん

端 村　沼田つむぎさん
徳 沢　佐藤　柚

ゆず

希
き

さん

小清水　長谷沼千
ち

雪
ゆき

さん

井 谷　上田　咲
さ

歩
ほ

さん

戸 中　小柴　歩
あゆ

夢
む

くん

杉 山　佐藤　楓
かえ で

葉さん
向 原　伊藤　慎

しん

悟
ご

くん

小綱木　石田　翠
み

月
つき

さん

町消防団がデジタル技術を導入

「消防アシストアプリ S.A.F.E」操作研修会「消防アシストアプリ S.A.F.E」操作研修会
　２月 26 日、町公民館で「消防アシストアプリ

S
セ ー フ

.A.F.E.」の操作研修会が開催され、町消防団員約 60

人が参加しました。

　このアプリは、町が消防団員の活動支援を目的に導

入したもので、災害現場や近くの水利、団員の出動状

況などをスマートフォンで確認することができます。

　講師はアプリの開発企業である情報整備局（須賀川

市）の斎藤浩平さんが務め、町内で火災が発生した想

定の下、実際にアプリを使って火災発生現場の確認や

持続可能な地域を目指し新たな取り組み

奥川地域づくり協議会が発足奥川地域づくり協議会が発足
　奥川地区では、住民の皆さんによる地域づくり

のための組織「奥川地域づくり協議会」を立ち上

げました。本協議会は、奥川地区の魅力を再確認

し、抱える課題の解決に対して地域住民が考え実

践することを通して、協働による地域づくりを推

進していくことを目的とした組織です。

　２月 18 日には、奥川みらい交流館で設立総会

と記念講演会が行われ、地域の皆さん約 30 人が

参加しました。総会では、設立に向けて中心となっ

て活動してきた武藤道廣さん（新町）が設立趣旨などについて説明し、「奥川の皆さんの力を結集し、楽

しみながら次の世代に奥川を継承していきたい」とあいさつしました。このほかにも、役員の選出や今後

の事業計画などについての説明が行われました。総会後には、島根県中山間地域研究センターの有田昭一

郎さんを講師に迎え、地域づくりの取り組みに関する講演会が開催されました。参加した皆さんは、今後

の奥川地区での地域づくりに向けて理解を深めました。

出動報告のやり方などを体験しました。参加した団員の皆さんは実際に操作しながら理解を深め、こんな

機能があったら使いやすいといった要望も出るなど、有意義な研修会となりました。

本の魅力を伝える書評ゲームで県大会優勝

全国中学ビブリオバトル決勝大会への出場を報告全国中学ビブリオバトル決勝大会への出場を報告
　３月 14 日、西会津中学校２年の横山穂乃佳さんが町役場を

訪れ、同 19 日開催の全国中学ビブリオバトル決勝大会への出

場を薄町長に報告しました。ビブリオバトルとは、お気に入り

の本を持ち寄ってその魅力を紹介し合い、観戦者の投票によっ

て一番読みたい本を決める書評ゲームです。横山さんは、昨年

12 月の県大会で優勝し、全国大会への出場を決めました。西

中生による県大会優勝は、昨年に続き２回目です。

　横山さんは「不安もあるが、みんなに励まされ自信を持って

頑張りたい」と話し、薄町長から激励金が贈られました。

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

往年の名車・旧車が勢ぞろい！

西会津なつかしcarショー2023 開催決定！西会津なつかしcarショー2023 開催決定！
　往年の名車・旧車が 200 台以上集まる「西会津なつかし car

ショー 2023」が今年もさゆり公園を会場に開催されます。クラ

シックカー展示のほか、グルメコーナー、フリーマーケットの出

店もあり、１日中楽しめるイベントが盛りだくさんです。

　入場料などの詳細はホームページを確認ください。

◆開催日時
　５月 28 日（日）　午前９時 30 分～午後３時

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

◆
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

　

平
日
・
午
後
６
時
30
分
〜
ほ
か

◆
マ
イ
ビ
デ
オ
募
集

　

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
映
像
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
み
ん
な
の
掲
示
板
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
（
有
料
）
随
時
受
付
中

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

４
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

国
民
年
金
の

加
入
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
加
入
者
以
外
で
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず
に

町
役
場
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
手
続
き
が
必
要
な
人

〇
20
歳
に
な
っ
た
人
（
誕
生
日
の

前
日
が
取
得
日
）

　

年
金
機
構
か
ら
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
納
付
書
が
届
か
な
い

場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
会
社
を
退
職
し
た
人

　

会
社
か
ら
資
格
喪
失
日
が
証
明

で
き
る
書
類
（
退
職
証
明
）
を
発

行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
人

　

会
社
か
ら
扶
養
か
ら
外
れ
た
日

が
証
明
で
き
る
書
類
を
発
行
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料

　

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
６
５
２
０
円
で

す
。
便
利
な
口
座
振
替
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
の
免
除
・
猶
予

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
将

来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難

な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
５
３
２
１

１

家
庭
血
圧
計
の

購
入
費
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の

予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
家
庭

で
の
血
圧
測
定
を
広
く
普
及
す
る

た
め
「
自
動
電
子

血
圧
計
購
入
費
補

助
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、

１
台
当
た
り
購
入

金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限

５
０
０
０
円
）
で
、
初
め
て
購
入

す
る
人
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
自

動
電
子
血
圧
計
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
更
新
の
た
め
に
購
入
す
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
は
、
過
去
に
交

付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
町
内
取

扱
店
か
ら
購
入
し
た
場
合
に
限

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

令
和
４
年
度
除
排
雪
費
用
助
成

事
業
（
給
付
券
）
は
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
給
付
券

は
、
表
示
し
て
あ
る
有
効
期
限
を

過
ぎ
た
除
雪
作
業
に
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
未
使
用
分
は
各
自
で
破

棄
ま
た
は
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
雪
作
業
の
支
払
い
を

給
付
券
で
受
け
た
登
録
事
業
者
の

皆
さ
ん
は
、
町
へ
の
請
求
漏
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
、
４
月
中
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

令
和
４
年
度
除
排
雪

費
用
助
成
が
終
了

山
菜
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
を
受
付
中

　

県
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
・
出

荷
さ
れ
る
野
生
山
菜
、
栽
培
キ
ノ

コ
な
ど
は
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
す
る
場
合
は
、
採
取
が
本

格
化
す
る
前
の
早
い
時
期
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
検
査
を

希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
各
税
目
間

に
お
け
る
納
期
限
の
平
準
化
を
図

る
た
め
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

納
期
限
な
ど
を
変
更
し
ま
す
。

◆
納
付
書
の
発
送
時
期

　

５
月
中
旬
頃

◆
第
１
期
・
全
納
分
の
納
期
限

　

５
月
31
日
（
水
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

　

こ
れ
ま
で
は
軽
自
動
車
の
車
検

を
受
け
る
際
に
、
軽
自
動
車
税
の

納
税
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
の
提

示
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
軽
自
動

車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
）
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
、
納
税
証
明
書

ま
た
は
領
収
書
の
提
示
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
し
た
。

　令和５年４月１日から、納付書により納税し

ている人は、「ｅＬＴＡＸ」や「地方税お支払

いサイト」を利用して自宅などから手続きする

ことで、金融機関の窓口へ行かずに納税するこ

とができようになりました。なお、対象税目は、

軽自動車税、固定資産税、国保税、町県民税（普

通徴収）です。

◆ｅＬＴＡＸ（エルタックス）
　ｅＬＴＡＸを利用する場合は、

事前に利用の届出などが必要に

なります。詳しくはホームペー

ジを確認ください。

◆地方税お支払いサイト
　納税方法は、クレジットカー

ドや Pay-easy などです。本サイ

トでは、納付書に記載されてい

るｅＬ番号を入力するか、ＱＲ

コードを読み取ると納付することができます。

詳しくはホームページを確認ください。

【令和５年４月１日以降の納付書の例】

地方税地方税の電子納付電子納付

がスタートします

〈問い合わせ先〉　町民税務課 税務係 ☎45-2212

ｅＬ番号ｅＬ番号

ＱＲコードＱＲコード

軽
自
動
車
の
車
検
に

納
税
証
明
書
が

不
要
に
な
り
ま
し
た

　

た
だ
し
、
納
税
後
す
ぐ
に
車
検

を
受
け
る
場
合
は
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

へ
納
税
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
従
来
同

様
に
領
収
書
を
提
示
す
る
か
、
町

役
場
や
新
郷
連
絡
所
、
奥
川
支
所

の
い
ず
れ
か
で
納
税
証
明
書
の
再

発
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有
料
道
路
で
の

障
が
い
者
割
引

制
度
の
見
直
し

　

有
料
道
路
に
お
け
る
障
が
い
者

割
引
は
、
日
常
生
活
で
有
料
道
路

を
利
用
す
る
障
が
い
者
の
自
立
と

社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
支
援

す
る
た
め
、
全
国
の
有
料
道
路
事

業
者
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
１
人
１
台
の
要
件
の
緩
和

　

３
月
27
日
よ
り
、
自
家
用
車
を

持
っ
て
い
な
い
障
が
い
者
が
知
人

の
車
や
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る

場
合
や
、
介
護
が
必
要
な
重
度
の

障
が
い
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
場
合
な
ど
、
事
前
登
録
が
な
い

自
動
車
で
も
新
た
に
割
引
の
適
用

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
の
事
前
登
録
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
に
割

引
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入

　

自
家
用
車
を
事
前
登
録
し
た
上

で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
申
請
者
を
対
象

に
、
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
受

付
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
２
４
―
０
２
４

新入学新入学（（園園））児童園児の児童園児の

交通事故防止運動交通事故防止運動

４月６日（木）～12日（水）の７日間

◆運動スローガン
　「あぶないよ  いそぐきもちに  しんこきゅう」

◆年間スローガン
　「わたります  止まるやさしさ  ありがとう」

◆運動の重点
① 新入学（園）児童・園児の交通事故防止

② 全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用

③ 道路横断中の交通事故防止

⇒横断歩道は「歩行者優先」です。

温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
個
人
や
事
業
所
と
い
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
主
体
ご
と
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
無
理
を
せ
ず
に
で
き
る
範

囲
で
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
取
り
組
み
例

○
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
で

使
用
す
る

○
必
要
な
物
を
必
要
な
分
だ
け
購

入
す
る

○
照
明
や
テ
レ
ビ
は
ス
イ
ッ
チ
を

こ
ま
め
に
オ
ン
・
オ
フ
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課

　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

山
菜
取
り
な
ど
で
有
毒
な
野
草

を
誤
っ
て
採
取
し
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
食
中
毒
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
食
用
の
野
草
と
確
実
に
判

断
で
き
な
い
植
物
は
絶
対
に
採
取

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
野
草
を
食
べ
て
体
調

が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
食
用
と
間
違
い
や
す
い
有
毒

植
物
の
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

見
分
け
方
に
迷
っ
た
場
合
は
、
会

津
保
健
所
へ
必
ず
相
談
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
食
用
と
間
違
い
や
す
い
有
毒
植

物
の
例

○
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン

○
ス
イ
セ
ン

○
ト
リ
カ
ブ
ト

○
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

○
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

会
津
保
健
所　

衛
生
推
進
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
５
１
６

有
毒
植
物
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

漏
水
な
ど
に
よ
る

水
道
料
金
の
減
免

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

再
開
の
お
知
ら
せ

　

水
道
管
の
凍
結
や
老
朽
化
な
ど

に
よ
る
漏
水
が
原
因
で
水
道
使
用

料
金
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
町

指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
よ
る
漏

水
修
理
を
行
っ
て
、
減
免
申
請
を

す
る
こ
と
で
、
水
道
料
金
の
減
免

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
減
免
の
対
象
と
な
る
も
の

〇
地
下
漏
水
な
ど
（
給
水
管
破

裂
、
接
合
不
良
、
メ
ー
タ
ー
接

合
不
良
、
壁
の
中
な
ど
の
容
易

に
発
見
で
き
な
い
給
水
管
破
裂

な
ど
）

〇
不
凍
水
抜
栓
の
不
良
に
よ
る
漏

水
（
接
合
不
良
、
パ
ッ
キ
ン
不

良
な
ど
）

〇
特
殊
器
具
お
よ
び
高
架
タ
ン
ク

の
給
水
設
備
の
器
具
不
良
に
よ

る
漏
水

〇
凍
結
に
伴
う
給
水
管
破
裂
に
よ

る
漏
水
（
積
雪
の
た
め
漏
水
箇

所
が
容
易
に
発
見
で
き
な
い
場

合
に
限
る
）

〇
不
凍
水
抜
栓
の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
（
半
開
閉
な
ど
）

　

冬
期
間
中
止
し
て
い
た
メ
ー

タ
ー
検
針
を
４
月
か
ら
再
開
し
ま

す
。
毎
月
20
日
〜
22
日
に
検
針
員

が
検
針
を
行
い
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
片
付
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
冬
期
間
の
水
道
料
金

　

９
月
〜
11
月
分
の
使
用
水
量
の

平
均
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
12
月

〜
３
月
分
の
水
道
料
金
は
、
４
月

の
検
針
結
果
に
基
づ
き
、
過
不
足

分
を
精
算
し
ま
す
。

※
漏
水
な
ど
に
よ
り
水
道
料
金
が

高
額
に
な
っ
た
際
は
、
一
部
減

免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
を

〇
水
道
・
下
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
い
と
き
、
や
め
た
い
と
き

（
届
出
は
５
営
業
日
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
）

〇
長
期
不
在
に
な
る
と
き

〇
世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き

（
転
入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
な
ど
）

〇
使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）
名

義
の
人
が
亡
く
な
っ
た
、
ま
た

は
転
居
し
た
と
き

〇
水
道
・
下
水
道
使
用
料
金
を
口

座
振
替
に
し
た
い
、
ま
た
は
振

替
口
座
を
変
更
し
た
い
と
き

〇
水
道
・
下
水
道
を
新
た
に
入
れ

た
い
と
き

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

※
故
意
に
給
水
装
置
を
損
傷
さ
せ

た
場
合
や
、
漏
水
の
事
実
を
知

り
な
が
ら
修
理
を
怠
っ
て
い
た

場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◆
減
免
と
な
る
料
金

　

メ
ー
タ
ー
検
針
で
分
か
っ
た
水

量
か
ら
、
前
年
同
時
期
の
使
用
水

量
ま
た
は
前
３
カ
月
平
均
使
用
水

量
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
を
差
し

引
い
た
水
量
の
２
分
の
１
を
免
除

し
ま
す
。
免
除
す
る
期
間
は
最
高

４
カ
月
ま
で
で
す
。

◆
減
免
の
申
請
方
法

　

減
免
申
請
書
な
ど
は
、
町
指
定

給
水
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
作
成

し
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者

　

事
業
者
一
覧
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

町
建
設
水
道
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

冬
期
間
の
漏
水

に

つ

い

て

　

今
年
の
冬
は
急
激
に
冷
え
込

み
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
損
に
よ

る
漏
水
の
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
毎
年
、
留
守
宅
や
集
会

所
、
会
社
な
ど
で
も
大
き
な
漏
水

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

宅
内
漏
水
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
４
月
の
メ
ー
タ
ー
検
針

再
開
時
に
思
わ
ぬ
高
額
な
水
道
料

金
が
請
求
さ

れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

▲  町ホームペー
ジ・事業者一
覧表

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　冬眠明けのクマは、エサを求めて活発に活

動します。早朝・夕方の農作業や散歩、山菜

採りなどで野山に入るときは、クマ鈴やラジ

オなど音の出るものを身に着け、クマと遭遇

しないよう十分に注意しましょう。

　また、本年度はクマの出没が多くなると予

測されています。クマなどの鳥獣の誘因とな

る未利用果樹木の枝払いや伐採、

生ごみや収穫しない農作物の適切

な処分など、鳥獣を寄せにくい環

境づくりを心掛けましょう。

〈問い合わせ先〉
　農林振興課　林政係　☎４５―４５３１

冬眠明けのクマに注意! !

切

環
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

活動報告会の様子

西高生による雪かき

芸
大
生
の
活
動
報
告

　

２
月
11
日
、『
学
生
と
集
落
の

協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
活

動
報
告
会
』
が
福
島
市
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
学
生
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
福
島
県
内
の
市
町
村

と
、
そ
こ
で
活
動
す
る
大
学
生
が

登
壇
し
、
年
間
の
活
動
内
容
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
側
と
し
て
参
加
し
た

の
は
、
二
本
松
市
や
郡
山
市
、
南

会
津
町
な
ど
に
あ
る
と
り
わ
け
高

齢
化
率
の
高
い
23
の
集
落
。
対
し

て
大
学
生
は
福
島
大
学
を
は
じ

め
、
獨
協
大
学
や
芝
浦
工
業
大

学
、
東
海
大
学
な
ど
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
23
の
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
事
業
で
は
、
県
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
っ
て
集
落
と
大
学
の
ペ

ア
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
形
式

で
、
大
学
ご
と
に
、
本
事
業
を
活

用
し
て
１
年
目
の
団
体
や
数
年
に

わ
た
っ
て
継
続
し
た
活
動
を
し
て

い
る
団
体
ま
で
、
そ
の
活
動
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

西
会
津
町
で
は
、
東
京
藝
術
大

学
院
の
学
生
有
志
団
体
で
あ
る

「
や
ど
り
ぎ
案
内
」
の
皆
さ
ん
が
、

年
に
数
回
来
町
し
行
っ
た
活
動
を

皆さんこんにちは！
地域おこし協力隊の星野です。
今月の集落支援だよりでは、大学生や西会津
高校の集落との交流の様子をお届けします。 地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

星星
ほしほし

野野
のの

    壮壮
そうそう

祐祐
すけすけ

 隊員隊員

西
高
生
の
雪
か
き
体
験

　

西
会
津
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

が
２
月
20
日
に
奥
川
地
区
出
戸
集

落
を
訪
れ
、
集
落
の
雪
か
き
の
作

業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
、２
年
生
と
引

率
の
先
生
の
計
29
人
が
参
加
し
、

７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
雪

の
積
も
っ
た
空
き
家
を
中
心
に
雪

か
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
西
会
津

高
校
に
は
野
沢
地
区
や
町
外
か
ら

通
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
児
童

の
ほ
と
ん
ど
が
雪
の
多
さ
に
驚
い

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
角
ス
コ
ッ

プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
の
道
具

を
駆
使
し
て
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

な
が
ら
も
雪
か
き
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
一
方
で
、
先
生
た
ち

は
「
久
し
ぶ
り
の
い
い
運
動
で

す
！
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
様
子

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
戸
集
落
の
皆
さ
ん
も
少
し
ず

つ
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
り
、
集
落

と
地
元
の
高
校
生
と
の
直
接
的
な

交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
素
敵
な

地
域
体
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

雪
か
き
を
し
て
体
が
温
ま
っ
た

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
集
落
支
援
員

の
岩
橋
義
平
さ
ん
や
西
会
津
高
校

の
長
谷
川
孝
先
生
な
ど
に
雪
国
で

の
遊
び
方
を
習
い
、
肥
し
袋
や
ス

コ
ッ
プ
を
用
い
た
そ
り
滑
り
や
、

雪
山
に
ダ
イ
ブ
す
る
な
ど
思
い
思

い
に
雪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
集
落
と
地
元
の
高

校
生
と
の
交
流
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
な
ど
と
の
連
携
に
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

発
表
し
ま
し
た
。
や
ど
り
ぎ
案
内

で
は
、
地
域
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

つ
な
が
り
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
を

課
題
と
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
策

の
１
つ
と
し
て
中
町
集
落
で
創
作

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
会
で

は
、中
町
集
落
に
あ
る
「
権
現
堂
」

と
呼
ば
れ
る
東
屋
を
使
い
ア
ー
ト

活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
発
表
し
、

ほ
か
の
参
加
者
に
も
大
変
評
判
な

様
子
で
し
た
。

　

町
と
や
ど
り
ぎ
案
内
の
皆
さ
ん

は
、
令
和
５
年
度
も
交
流
を
続
け

て
い
く
予
定
で
あ
り
、
引
き
続
き

ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
仕
事
を
す

る
よ
う
に
な
り
、「
安
全
に
安
心

し
て
誰
も
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

重
点
に
掲
げ
た
こ
と
で
、
当
た
り

前
で
あ
っ
た
地
域
や
人
と
の
つ
な

が
り
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
生
活

し
て
い
る
こ
と
で
誰
か
の
役
に

立
っ
て
い
る
こ
と
、
誰
も
が
誰
か

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
に
住
ん
で
40
年
。
大

勢
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
地
域
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
過
ご
し

て
き
た
年
月
を
振
り
返
り
、
今
後

も
そ
の
関
係
を
生
か
し
た
「
つ
な

が
り
」
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

    
    

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

    
    

実
践
者

実
践
者

西会津町社会福祉協議会

星
ほし

美
み

鶴
つ

雄
お

事務局長

健康増進課 健康支援係

多
た

賀
が

涼
りょう

子
こ

  保健師

　「みんなでワイワイ語ろう会」とは、地域の皆さんが集まる場で、住んでいる自

治区の課題に沿って地域包括ケア研究所の奥知久医師に講話してもらい、その後の

生活に役立つよう参加者同士で語り合う場です。開催時間は 1時間半程度で、これ

原町しあわせサロン

橋
はし

谷
や

田
だ

百
ゆ

合
り

子
こ

  さん

　

余
談
で
す
が
、
西
会
津
町
に
来

て
初
め
て
の
冬
を
迎
え
た
私
は
、

自
宅
の
屋
根
の
雪
切
り
が
な
か
な

か
上
達
せ
ず
、
毎
回
雪
崩
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

暖
か
い
季
節
を
迎
え
ま
す
の
で
、

落
雪
に
は
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

みんなでワイワイ語ろう会みんなでワイワイ語ろう会　～原町しあわせサロンより～　～原町しあわせサロンより～

までに 12 カ所の自治区やサロンで開催しました。

　今回は、その中から原町しあわせサロンの橋谷田百合子

さんに感想などを聞きました。

　原町しあわせサロンは、昨年 11 月に「これからの
生き方の知恵～安心して暮らせる原町～」というテー
マで「みんなでワイワイ語ろう会」を実施しました。
　はじめは、（みんなでワイワイ語ろう会を）開催し
てみたいと内心思いつつも、会員の皆さんが少し消極
的な様子だったことや、町内での開催がまだ少なかっ
たので決心がつきませんでした。
　奥先生の第一印象ですが、人柄が素晴らしく、笑顔
が素敵な方でした。最初に抱いていた不安も忘れてし
まうほど楽しい会でした。講話の中では、特に「何か
新しいことをやろうと思えばいつからでも何歳からで
もできる」というメッセージが印象に残りました。今
後の原町しあわせサロンで、新しいことにチャレンジしていくためのヒントやきっかけづくり
になりました。また、改めて自分たちの住んでいる地域のつながり、お互いさまの見守りの精
神、声掛けというような「つながりの健康」が大事ということに気付きました。

　「みんなでワイワイ語ろう会」に興味がある、ぜひ開催してみたいと思っている場合は、
まずはお気軽に健康増進課（☎４５―４５３２）へお問い合わせください。内容や進め方
などについて改めて説明します。皆さんからのご連絡お待ちしています！
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西田春喜さん宅の桜（３月３日撮影）西田春喜さん宅の桜（３月３日撮影）

◆私の夢――

　  　僕の将来の夢は、飲料メーカーの会社に就

職することです。きっかけは旅行に行った時

にご当地ジュースを飲んで、その美味しさに

衝撃を受けたからです。いつか自分も世の中

に美味しいものを届けたいと思いました。

◆努力していること――

  　まずは目の前の課題に真剣に取り組み、学

業に専念して必要な知識などを身に付けたい

と思っています。成績を落とさないように努

力しています。

◆未来の自分に一言――

  　なりたい職業に就いていますか。勉強を頑

張っていますか。周りの人に感謝を忘れず、

自分に正直に前進し続けてください。何事も

努力あるのみ !!

［ 西会津中１年・生徒会 総務 ］

音
おと

田
だ

  陸
りく

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　３月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，６６９人　　 （－１３人）

男 　 　２，７７１人　　 （－　４人）

女 　 　２，８９８人　　 （－　９人）

世　帯　 　２，５２６世帯　　 （－　１世帯）

■ お悔やみ申し上げます

橋谷田　太吉（84）　貞子 兄 　２町内

金子　和男　（89）　和広 父 　５町内

上野　貢　　（87）　順子 父 　８町内

柴田　種子　（95）　須藤  又市 姉 　10町内

伊藤　タツ子（82）　日出男 母 　牧

清野　佐一　（75）　武章 父 　下小島

矢部　リキ　（93）　達男 母 　西林

薄　三男　　（93）　三留  友子 父 さゆりが丘

三留　正　　（86）　源太郎 父 　縄沢

須藤　善子　（90）　俊泰 母 　上野尻

佐藤　久子　（79）　禎隆 母 　新町

戸籍の窓口   
（２月受付分）

武
む

藤
とう

  剛
たけし

 さん［下野尻］ 

　実行委員長さん、今

年こそ同級会を開催で

きるといいですね。

長谷川 タケ子 さん（３
月号）からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　従業員全員での退職式・懇親

会。毎年会津若松市内のホテル

で全従業員が参加して行ってい

ましたが、コロナ禍で令和２年

から開催されていません。まも

なく再開できるかも？

◆趣味は？

　ドライブ・料理・食べ歩き

◆特技は？

　毎朝５時に起床し自分の弁

当を作ること

◆熱中していることは？

　雑草が生えないように小さ

な畑と心の庭を耕すこと

◆自分を一言で表現すると？

　熱しやすく冷めやすい

◆あなたのモットーは？

　明るく楽しく元気にスタート

◆最近感動したことは？

　韓国テレビ放映で、母親のた

めに整形と減量と特訓でモデル

並みの体型に変身し前向きに歩

み始めた番組

◆これからやってみたいことは？

　豪華客船での海外旅行

◆次の方を紹介してください

　Ｋ・Ｔさん

西
にし

尾
お

佳
か

那
な

隊員

　東京藝術大学大学院修了。西会
津の暮らしや風土をテーマにした
アート企画を行なっている。その
傍らで現代アーティストとしても
活動中。

西
会
津
の
暮
ら
し

　

こ
ん
に
ち
は
。
芸
術
担
当
の
西
尾
で
す
。

　

昨
年
は
、
奥
川
・
真
ヶ
沢
集
落
に
創
設
し
た
古
川
利
意
記

念
美
術
館
「
農
と
く
ら
し
」
が
開
館
、
土
日
祝
日
の
み
の
開

館
に
も
関
わ
ら
ず
、
半
年
間
で
約
４
０
０
人
の
方
に
来
館
い

た
だ
き
ま
し
た
。
古
川
利
意
さ
ん
の
絵
を
通
し
て
、
昔
を
懐

か
し
み
、
ま
た
県
外
か
ら
来
館
さ
れ
た
方
々
は
、
会
津
の
文

化
風
習
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
冬
季
休
館
中
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

ま
た
開
館
す
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、１
階
を
展
示
替
え
し
、

衣
服
を
通
し
た
「
ハ
レ
と
ケ
」
の
生
活
を
題
材
に
し
た
展
示

を
行
い
ま
す
。「
何
度
も
訪
れ
た
い
、
忘
れ
て
い
た
も
の
を

思
い
出
す
」、
そ
ん
な
場
所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

私
は
今
年
の
夏
で
協
力
隊
の
任
期
は
終
了
し
ま
す
が
、
都

市
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大
事
な
こ

と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
、
任
期
終
了

後
も
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
を
し
な
が
ら
続
け

て
い
き
ま
す
。
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山浦山浦

至 奥川郵便局至 奥川郵便局

出戸出戸

楢山楢山

現在の出戸集落現在の出戸集落

大法寺の碑大法寺の碑

　奥川の出戸集落は、町北西部の新潟県境近くに位置し、古くは

喜多方と津川を結ぶ街道筋でもありました。この集落には「三瓶」

姓が比較的多くあります。それは、「柏
かしわぎじょう

木城」（北塩原村大塩）の

城番（城主）であった「三瓶大
おお

蔵
くら

一族がこの地に移り住んだ」か

らであると伝えられています。

　「柏木城」は、伊達氏による会津侵攻防衛のため、天正 12 年

（1584）に芦
あし

名
な

盛
もり

隆
たか

の代に築城されたといわれています。東西

500ⅿ、南北 450ⅿ、馬場や空
から

堀
ぼり

を備える大きな山城でした。こ

の城跡は現在、国史跡として指定されています。ここの城番が三

瓶大蔵重
しげ

實
ざね

であり、城には常時 150 騎の馬と 2000 ～ 3000 人

の兵を備えていたといわれています。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その72その72
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今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
昨
年
４
月
に
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
さ
れ
た
桜
咲
く
西
会
津

国
際
芸
術
村
で
す
。
今
年
は
３
月

か
ら
暖
か
い
日
が
続
い
た
た
め
、

桜
の
開
花
も
例
年
よ
り
早
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
満
開

の
時
期
が
楽
し
み
で
す
。

編   

集   

後   

記

　

８
㌻
に
掲
載
し
た
西
中
と
西
高

の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
私
が
広

報
紙
担
当
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃

に
取
材
し
た
入
学
式
で
新
入
生

だ
っ
た
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
３
年

間
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
取
り
上

げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
の
卒

業
は
、
家
族
や
在
校
生
、
先
生
方

と
は
一
味
違
う
感
慨
深
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

出
いで

戸
と

集落「三
さん

瓶
ぺい

」姓のルーツ

　天正 13 年（1585）、桧原を攻略

した伊達政宗は翌年桧原に山城を作

り、さらに柏木城を攻めています。

さらに天正 17 年（1589）、政宗は

文：井上  忠

会津領主芦名義
よし

広
ひろ

と猪苗代・摺
すり

上
あげ

原
はら

の戦いで勝利し、会津は伊達氏の支配

となったのです。この会津の敗北によって会津領主芦名義広は生地の

常
ひたちのくに

陸国（現在の茨城県）へ戻り、芦名氏に仕えた三瓶一族は、伊達氏に下

ることを潔よしとせず柏木城に火を放ち退却、奥川や金山町、只見町など

にそれぞれ移り住んだと伝えられています。奥川の出戸集落へ移り住んだ

のは、城番三瓶大蔵重實の子・重
しげ

氏
うじ

（重實の長子？）と思われ、現在の三

瓶姓はその一族子孫であると考えることができます。また、会津若松市御
お

旗
はた

町の大法寺本堂脇にある碑には、三瓶氏の系譜として、『古くは房州（千

葉県房総半島南部）にあり、伊達家に仕えたのち会津の芦名盛
もり

氏
うじ

公に仕え

た』とあります。
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